
保健衛生学 

責任者・コーディネーター  衛生化学分野 杉山 晶規 准教授 

担当講座・学科(分野) 衛生化学分野  

対 象 学 年  3  

区分・時間数 講義 18 時間  期 間  前期  

単 位 数 1 単位  

・学習方針（講義概要等） 

 ヒトの病気を理解するには、個々の患者における病因や病態を調べるだけでなく、ヒトを集団とし

て捉えて解析する疫学的手法が重要な方法となっている。これまで疫学的手法を用いて、様々な疾患

の病因、環境要因、宿主要因が明らかにされ、さらに発症に関する危険因子や防御因子が見いだされ

ている。本講義では、ヒトの健康および疾患を、社会集団の観点から理解するために必要な保健統計

や疫学について学ぶとともに、感染症や生活習慣病などの疾患の現状とその予防法を解説する。 

・教育成果（アウトカム） 

 保健統計と疫学の基礎を学び、さらに感染症、生活習慣病、職業病についての現状とその予防に関

する基本的知識を習得することにより、社会における集団の健康と疾病の現状を把握し、公衆衛生の

向上に貢献するための基盤が形成される。            (ディプロマ・ポリシー：3,4,7,9) 

・到達目標（SBO） 

1. 保健統計の概要とその意義、わが国における変遷について説明できる。 

2. 健康と疾病の概念の変遷と現状について、その概要を説明できる。 

3. 疫学の役割、種類とその方法について説明し、主なリスク指標を計算できる。 

4. 目的に応じた疫学研究の手法を選び、その研究の概要を説明できる。（☆） 

5. 疾病予防の基本的な考え方と、わが国及び世界（WHO）の健康増進政策を概説できる。 

6. 感染症の現状とその予防について説明できる。 

7. 生活習慣病の現状と危険因子について説明できる。 

8. 母子保健の概要と、関連する疾病の予防策について説明できる。 

9. おもな職業病を列挙し、その原因と疾患の概要を説明できる。 

10. 労働衛生管理について説明できる。 

・講義日程                             （矢）東 103 1-C 講義室 

月日 曜日 時限 講座・分野 担当教員 講義内容/到達目標 

4/10 火  1  衛生化学分野 杉山 晶規 准教授 
概論、人口統計 

1. 保健統計の概要とその意義、わが

国における変遷について説明できる。 



4/16 月  2  衛生化学分野 杉山 晶規 准教授 
健康と疾病の現状 

1. 健康と疾病の概念の変遷と現状につ

いて、その概要を説明できる。 

4/17 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

疫学（１） 

1. 疫学の役割、種類とその方法につい

て説明し、主なリスク指標を計算でき

る。 

4/24 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

疫学（２） 

1. 目的に応じた疫学研究の手法を選

び、その研究の概要を説明できる。

（☆） 

5/1 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

疾病予防概論 

1. 疾病予防の基本的な考え方と、わが

国の健康増進政策を概説できる。 

5/8 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

感染症（１） 

1. 感染症が発症するまでの過程を概説

できる。 

2. 感染症法の基本的な考え方と、主な

対象疾患を概説できる。 

3. わが国及び世界で問題となっている

主な感染症を挙げ、それらの特徴や現

状について説明できる。 

5/22 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

感染症（２） 

1. 感染症予防の基本的な考え方を説明

できる。 

2. わが国で実施されている予防接種に

ついて説明できる。 

5/29 火  1  衛生化学分野 
杉山 晶規 准教授 

米 澤  正  助 教 
中間試験 

6/5 火  1  衛生化学分野 名取 泰博 非常勤講師 

中間まとめと母子保健 

1. 母子保健の概要と、関連する疾病の

予防策について説明できる。 

6/12 火  1  衛生化学分野 米 澤  正  助 教 

生活習慣病（１） 

1. 生活習慣病という概念を説明でき

る。 

2. 生活習慣病（がん、循環器疾患、高

血圧）の現状と危険因子について説明

できる。 

6/26 火  1  衛生化学分野 米 澤  正  助 教 

生活習慣病（２） 

1. 生活習慣病（糖尿病、COPD、メタボ

リックシンドローム）の現状と危険因

子について説明できる。 



2. 健康増進法と健康日本 21 について

概説できる。 

7/3 火  1  衛生化学分野 杉山 晶規 准教授 

学校保健、産業保健など 

1. 学校保健の概要と学校薬剤師の役割

について説明できる。 

2. おもな職業病を列挙し、その原因と

疾患の概要を説明できる。 

3. 労働衛生管理について説明できる。 

・教科書・参考書等(教：教科書   参：参考書   推：推薦図書) 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  衛生化学詳解 上 第 2 版  浅野哲ほか 京都廣川書店 2016 

・成績評価方法 

定期試験（８０％）、中間試験（１８％）、宿題（２％）から総合的に評価する。  

・特記事項・その他 

講義時に配布するプリント、宿題、教科書などを用いて復習をして下さい。提出された宿題プリン

ト及び中間テストは、添削・採点して返却し、解説を行う。宿題プリントには、講義に関する学生の

要望の記入欄を適宜設け、要望を講義に反映する。授業に対する事前学修 （予習・復習）の時間は最

低 30 分を要する。  

  


